
アルセナゾⅢを用いたCa測定試薬の安定性について

【はじめに】カルシウム測定はOCPC法による比色法が最

も広く使用され日常検査法として定着している。しか

し、この測定法はアルカリ性緩衝液を使用しているた

め、試薬開封後の安定性の点で問題となっている。今

回、安定性に優れていると言われているアルセナゾⅢを

用いた試薬とその他OCPC法、ＭＸＢ法、酵素法の試薬安

定性について比較検討したので報告する。

【方法】測定には自動分析装置TBA200FRを使用し、検討

試薬には、アルセナゾⅢ法としてエスパ・Ca（ニプ

ロ）、OCPC法はクリニメイトCa（第一化学）、ＭＸＢ法

はカルシウムE-HAテスト（和光純薬）、酵素法はダイヤ

カラー・リキッドCa（東洋紡績）を用いた。

【検討項目】①同時再現性：市販管理血清コンセーラⅡ

（日水）、患者血清の2種類を15回連続測定した。②試薬

開封後の安定性：試薬開封時のみ較正を行い、28日間試

薬開封状態での安定性を調べた。比較対照として毎回較

正を実施し、試薬開封日（以下０日目）の測定値を基準

とし、1,2,7,14,21,28日経過による測定値の推移を検討

した。③試薬pHの変化：検討②でのCa測定毎に試薬のpH

を測定した。

【結果】①同時再現性は、各々コンセ－ラⅡで CV 0.2％

から0.7％、患者血清ではCV 0.3％から1.1％とともに良

好であった。②試薬開封後の安定性は経過観察中である

が、OCPC法：０日目9.99mg／dl、21日目5.38mg／dlと測

定値は徐々に下降した。ＭＸＢ法：７日目以降、徐々に

上昇傾向が認められた。酵素法とアルセナゾⅢ法は変化

が少なかった。③第１試薬pHの変化は、OCPC法：０日目

pH 11.6、21日目pH10.6。ＭＸＢ法：０日目pH12.0、21日

目pH11.5と共に下降した。酵素法とアルセナゾⅢ法は共

に変化は認められなかった。第２試薬pHは、２試薬系３

社（ニプロ以外）すべて変動はほとんど認められなかっ

た。

【まとめ】アルセナゾⅢ法は、酵素法と共に試薬開封後

pHの変動は認められず、安定性に優れている為、毎日の

較正の必要性がなくなると思われる。
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